
地 震 被 害 を 最 小 限 に す る た め に
自 分 に は 何 が で き る か を 常 に 考 え る

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展 

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。 

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。
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人 の々生活に近いものを研究対象に 
社会的ニーズへソリューションを提供

　幼少の頃から漠然と都市計画に興味があっ
た村田晶助教は、ご実家が富山市内で重機の
リース事業を営んでいたということもあり、
将来、家業を継ぐことになった場合に役に立
つ知識と人脈を得るために、隣県である石川
県の金沢大学の建設系学科へと進学した。当
時の金沢大学は、土木建築工学科として土木
と建築の両方を学べるカリキュラムがあり、
その中に都市計画に関する授業があったこと
も進学を決めるきっかけとなった。
　研究者になるつもりはなく進んだ大学院で
は、将来に役に立つ勉強をもう少しだけした
いという思いがあるだけで、将来は家業を継
ぐか、公務員になるかと考えていた村田青年
の人生が大きく動き始めたのは1994年のこ
とだった。その年の10月4日、北海道東方沖
地震が発生した。修士課程の院生として被害
調査に同行し、地震被害の規模の大きさに言
葉を失った。その3カ月後の1995年1月17日
には阪神・淡路大震災が発生した。以前から
交流があった神戸大学の高田至郎教授の研究
室も被災したということもあって馳せ参じた
被災直後の神戸では、都市の壊滅的な被害を
目の当たりにし、自然災害に対する無力感に
かられると共に、地震被害を少しでも小さく
するための研究の必要性を強く感じ、研究者
になることを決意した。
　地震大国であるわが国において、大地震を
避けることはできない以上、それに向き合わ
なければならない。村田先生は、わが国の防
災力を上げるためにはどうすればよいのか？　
どうすれば地震被害を最小限に抑えられるの
か？を日々考え続けている。
　「エンジニアは、ニーズがあるからこそ存
在しています。社会的なニーズに対して、自
分がどういったソリューションを提供できる
かを常に考えています」
　村田先生の意志には、いつか必ず来ると言
われている大地震にも揺るがない強さがある。

１｜研究室は広大な角間キャンパスの「ハードラボ４」棟に入っている
２｜二軸の振動発生装置によって、地震による建物の挙動をシミュレートする
３｜村田先生が指揮を執って旧キャンパスから移設してきた風洞実験装置
４｜卒業論文の発表の様子
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金沢大学　理工学域
地球社会基盤学類 土木防災コース

地 震 工 学 研 究 室
村田 晶 助教 博士（工学）
1994年3月　金沢大学 工学部 土木建設工学科 卒業
1996年3月　金沢大学大学院 工学研究科 土木建設工学専攻

修士課程 修了
1996年4月　金沢大学 工学部 土木建設工学科 助手
2007年3月　金沢大学 工学部 土木建設工学科 博士課程 修了
2008年4月　金沢大学大学院 自然科学研究科 助教　現在に至る

MURATA AKIRA

専門分野｜地震工学、防災工学
研究テーマ｜近年、国内外で自然災害が頻発していま
す。自然営力に対し、被害を防止・軽減するための
様々な研究がなされていますが、残念ながら被害はな
くなっていません。また、社会変化に伴い、新しい被
害様態も見られるようになっています。安全・安心で持続可能な社
会を実現するには、防災を主眼とした研究が不可欠です。本研究室
では、自然営力としての地震について、その揺れを精度よく推定す
るための研究と、住宅などの小規模の構造物の抵抗性能を、実験と
解析の両面から解明しようと取り組んでいます。

この記事の内容は2023年９月の取材時点のものです。
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「よく遊び、よく学べ」（順番も重要）
「学び」は、自分が必要と思ったら学ぶことができま
すが、「遊び」は、学生の時にしかできないこともあ
ります。また、学生の時の遊びとは、みんなで遊ぶ
チームプレイであることがほとんどです。遊びの中
で自分の立ち位置や振る舞い方を学ぶことで、対人
関係の構築やコミュニケーション、さらにはマネジ
メントといった能力が醸成されます。遊びは人とし
ての深みに繋がると思っています。

指導方針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊学年は2023年9月の取材当時のものです
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取
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あ
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2023年5月に発生した能登半島地震の現地調査 フィールドワークの後には先生を囲んでお酒を飲むことも

2024年1月1日16時10分 頃
に発生した令和6年能登半島

地震は、最大震度7を記録し、建物の倒壊や津波の被害、地盤の隆起など、能登半島全域に甚
大な被害をもたらした。村田先生は地震発生の翌日の1月2日から現地に入り、建物被害の状
況調査をおこなっている。以下はその調査結果に関する速報会の資料を基に、建設物価調査会
にて再構築したモノです。

【調査の雑感として】
· 周期１～２秒の成分（キラーパルス）の影響による住宅建物の被害

が深刻（特に珠洲市正院、穴水町）。

· 周期３秒の成分の影響による社寺建築物の倒壊が顕著（珠洲市正
院）。

· 昨年（５月）の強震、それ以前の群発地震による建物疲労の影響が
強く現れている。

· 短周期成分が卓越する地域では、揺れの大きさに比して被害程度は
それほど大きくない（志賀町の一部、珠洲市折戸地区、など）。

· 旧耐震基準で建築されている建物の損壊程度は極めて深刻、1981年
以降の新耐震基準で建てられていると思われる住宅もかなりの損傷
を受けているものが多い。ただし、その被害の多くは1981年以降
に増改築した建物と思われる。

· 2000年以降に新築されている建物については、震動に起因する損
壊については軽微にとどまっているものがほとんど。

· 津波で流されている家屋もあるが、予想していたより家屋は残って
いる印象。

· 建物敷地地盤の悪さ故、建物損壊としては大破となるものの、倒壊
までは至らないことから、生存空間が確保されやすい面もあるの
か？

金沢大学では、研究分野を超えた文理医融合の合同調
査チームKUD（Kanazawa University against Disaster）
を立ち上げており、調査によって明らかになった情報
はホームページにて随時発信しています。詳細な情
報につきましては、金沢大学のホームページをご覧く
ださい。　https://www.kanazawa-u.ac.jp/research/centers/kud

このたびの能登半島地震により、亡くなられた方々のご冥福を心より
お祈り申し上げますとともに、ご遺族の皆様にお悔み申し上げます。
また、被災されました皆様に心よりお見舞い申し上げます。

最近の研究テーマ
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